
第 1 回区民版子ども子育て会議 

 

 

平成 28 年 4 月 8 日 18 時 30 分～ 

成城ホール集会室Ｄ 

参加者 36 名 

 

出席者 自己紹介 

 

テーマを考える 

【防災と子ども】 子どもと親子で楽しめる防災作り  

１、地域の顔の見える関係づくり 

  ２．乳幼児の防災を考える 

  ３．児童館とかおでかけひろばでのイベントで繋がりをつくる 

  ４．ユニセフの子どもにやさしい空間づくり 

  ５．硬い防災と未来の子どもをつなげるためにテーマソングをつくりたい 

 

 災害医療センターンの防災訓練をするので、看護学生がやっている。怪我のメールを 

したら楽しいかな 

 

【中高生若者のネットワーク】 

 中高居場所のニーズは当事者に聞け！当事者の声を聴くをテーマに行っていきたい。 

 切れなくやっていくために、いろんな関係者とつながっていければいい（大人たちもネットワ

ークを作るために中高生のことを一緒に考えていこう。中高生の参画は・・・みんなで学んでい

こう。声を出しっぱなしでなくどう拾っていくのかやっていきたい。 

イギリスのヒアバイライト 

自分の声に意味があると思っている子どもが非常にするない、変わるためには当事者が行ってる

ことで、『俺意味がある』と聞いてもらっていることで建設的な意見が出てくると感じる子どもを

増やしたい。 

 

【つながりをつくる】つながりのためのきっかけづくり つながっていない人をつなげる 

様々な人を子育てに巻き込む。自然に届く仕組み作り 

一番遠い人を巻き込む 子育て支援の協会が孤立しないために。 

会社へのアプローチへ子育てから遠い人と巻き込む 

会社の仕組みをつくるボランティア どこかに行かなくてもそこにいる人が繋がれる。 

 

【家にこもる孤立の状況をどうやって地域で改善できるのか】子ども虐待の予防 

 

【新しい保育の場を作るには】親だけでなくいろんな人が関わる。新しい場を作る 



子どもの権利として保証できるには 

今の保育園は規制がありすぎて、子どもが主役になっていない。 

地域にはいろんな人がいていろんな人が出入りできる保育園があればいいよね 

自尊感情 自己肯定感を構築するには。子育ちを当たり前にできる世の中になれば。当たり前に

あって選べることが大事。可能性や楽しことがある期待。 

 


